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「ワールドカフェ」
　６月２１日の市政懇談会は、より幅広い世代の皆さまから多くのご意見をお伺いするため、ワール
ドカフェ方式で開催します。
　市議会議員も含めた５～６人程度のグループに分かれ、カフェのようなくつろいだ雰囲気の中
で、テーマに沿って話し合いをします。
　大仙市の未来について、たくさんのご意見をお聞かせください！

大仙市公式ＬＩＮＥからお申し込みください（事前に友だち登録が必要です）。
※ＬＩＮＥでのお申し込みができない場合は、議会事務局（TEL 63-1111（内線303））へお問い
合わせください。

定　　員　　　15名（先着順）
ワールドカフェ方式は、少人数が理想的とされています
ので、定員１５名の先着順とさせていただきます。
申し込み開始　５月７日（水）　午前９時00分

６月２1日の市政懇談会（ワー
ルドカフェ方式）のお申し込み
はこちらから
※その他の日時に開催される市政
懇談会は、申し込み不要で参加
できます。

全員が全てのテーマについて意見交換できるよう、３つのテーマをグループで順番に話し合う予定です。

6/21土
18:30～

聞かせてください　あなたのご意見

ｉｎ はなび・アム

・リラックスしながら対話を楽しみましょう。
・子育て世代のご意見をぜひ聞かせてください。

◎申し込み方法

話し合うテーマ
防　災 子育て支援 観光・地域活性化

市公式ＬＩＮＥ
申し込みフォーム

市政懇談会を開催します
　市民の皆さまと市議会議員が自由に意見交換する市政懇談会を、次の日程で開催します。
　「より開かれた議会」を目指し、市政の諸課題に柔軟に対処するため、市政全般にわたっての情報および
意見交換や議会の活動状況を報告します。どちらの会場でもご参加いただけますので、多くの皆さまのご
参加をお待ちしています。 最新の情報は

ホームページで
ご確認ください！【お問い合わせ】議会事務局　TEL 63-1111（内線303）

開　催　日 会　　　場 時　　　間

６月21日（土） 午後６時30分～

午前10時～
午後１時30分～

午前10時～

午後１時30分～

午前10時～

午後１時30分～

午前10時～
午後１時30分～

午前10時～
午後１時30分～

６月23日（月）

６月24日（火）

６月25日（水）

６月26日（木）

６月27日（金）

花火伝統文化継承資料館 はなび･アム（大曲大町7-19）

協和支所（協和境字野田4）
大綱交流館（刈和野字愛宕下24-1）
花館公民館（花館上町5-19）
大川西根公民館（大曲西根字小館10）
中仙農村環境改善センター（北長野字茶畑108）
藤木公民館（藤木字乙本藤木8）
さくまろ館（高梨字田茂木10）
おおたコミュニティプラザ（太田町横沢字窪関南501）
南外コミュニティセンター（南外字下袋218）
神岡農村環境改善センター（神宮寺字下川原前開100）

※ワールドカフェ方式【先着１５名・申し込み制】

ワールドカフェ方式とは 　ワールドカフェ方式とは、カフェでくつろい
でいるようなリラックスした雰囲気の中で、対
話を通して自由に意見を出し合い、お互いを理
解し合いながら、より深い議論を引き出す手
法です。

【主な特徴】
・カフェのようなリラックスした雰囲気を重視
し、テーマに沿った対話を行います。
・相手の意見を否定せず、尊重し合いながら、
自分の意見を伝えることにより、お互いの
関係性の質を高めます。
・小グループでの対話を繰り返して、多くの知
恵や考えを集め、新たな気付きや共通理
解を生みます。
・さまざまな視点を取り入れることで、創造
的な発想や合意形成を促進します。
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今号では
この中から
3 つをPick up

●
第
１
回
定
例
会 

議
案
審
議
●

大
仙
市
の

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

　
全
て
の
議
案
名
と
審
議
結
果
は
、
大
仙
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
１
回
定
例
会　
会
期
23
日
間　
２
月
20
日
〜
3
月
14
日

令和 7 年
第１回定例会

議案の審議結果

第１回定例会
　専決処分報告……… １件
　人事案……………… ３件
　条例案………………16 件
　単行案……………… ７件
　補正予算案…………12 件
　当初予算案…………19 件
　陳情………………… ２件

※議会用語解説はこちらから
↓

QA
こ
の
屋
内
遊
び
場
に
対
す
る

期
待
は
大
き
く
、
地
元
の
方
々

か
ら
も
「
い
つ
で
き
る
か
」
と

い
う
声
が
聞
か
れ
る
。
こ
れ
か

ら
着
々
と
進
め
て
い
く
こ
と

と
思
う
が
、
Ｐ
Ｒ
は
ど
う
い
う

形
で
行
う
か
。

今
回
の
発
注
方
式
は
設
計
、
建

設
、
運
営
・
維
持
管
理
を
一
括

で
行
う
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
と
し
て

お
り
、
Ｐ
Ｒ
や
事
前
の
準
備

に
つ
い
て
も
民
間
事
業
者
か

ら
提
案
を
受
け
る
な
ど
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
て
い
く
。
オ
ー

プ
ン
は
令
和
９
年
12
月
を
予

定
し
て
い
る
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

　
天
候
や
季
節
に
左
右
さ
れ
ず
、
一
年
を
通
じ
て
子
ど
も
が
安
全
に

体
を
動
か
し
て
遊
べ
る
屋
内
遊
び
場
施
設
を
新
た
に
整
備
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
は
、
旧
神
岡
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
解
体
し
、
建
設

の
た
め
の
基
本
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

〈
議
案
第
36
号
〉
令
和
７
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
予
算

Pick up 1
屋
内
遊
び
場
施
設
を

神
岡
中
央
公
園
内
に
整
備

あなたのギカイ 04



QA
ク
マ
対
策
に
つ
い
て
、
昨
年
度

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
導
入
し
た
実

証
結
果
と
、
新
規
購
入
予
定
台

数
は
何
台
か
。
ま
た
、
誘
引
樹

木
伐
採
事
業
補
助
金
の
実
績

見
込
み
に
つ
い
て
伺
う
。

実
証
結
果
は
、
各
エ
リ
ア
に
応

じ
た
回
線
を
使
用
し
た
鳥
獣

捕
獲
検
知
シ
ス
テ
ム
（
わ
な
ベ

ル
）
を
わ
な
の
設
置
箇
所
へ
設

置
し
、
セ
ン
サ
ー
感
知
が
機
能

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
令
和

７
年
度
の
新
規
購
入
予
定
台

数
は
13
台
を
予
定
し
、
令
和
６

年
度
の
誘
引
樹
木
伐
採
事
業

補
助
金
は
、
62
件
の
実
績
を
見

込
ん
で
い
る
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

　
ク
マ
な
ど
の
鳥
獣
被
害
へ
の
対
策
の
た
め
、
誘
引
樹
木
伐
採
や
電

気
柵
設
置
に
要
す
る
費
用
を
助
成
す
る
ほ
か
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
最
新
技
術

の
導
入
に
よ
る
被
害
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

QA
ス
マ
ー
ト
農
業
を
推
進
す
る

中
で
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

直ち
ょ
く
は播
栽
培
を
実
施
し
て
い
る

が
、
そ
の
実
績
や
単
収
に
つ
い

て
伺
う
。
直
播
技
術
が
な
か
な

か
普
及
し
な
い
中
、
別
の
部
分

で
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
を

考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
と

思
う
が
い
か
が
か
。

直
播
栽
培
に
お
け
る
雑
草
対

策
は
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ヒ
エ
に
対
す
る
分
析
を
県
立

大
の
先
生
や
農
研
機
構
、
京

都
大
学
か
ら
し
て
い
た
だ
き
、

効
果
的
な
除
草
剤
を
用
い
た

と
こ
ろ
、
そ
の
雑
草
対
策
の

成
果
は
大
き
く
、
令
和
６
年

産
に
お
い
て
は
移
植
栽
培
並

み
の
収
量
と
な
っ
た
。
ド
ロ
ー

ン
が
普
及
し
、
防
除
だ
け
で
な

く
、
ド
ロ
ー
ン
の
マ
ル
チ
ユ
ー

ス
に
よ
る
省
力
化
と
い
う
観

点
か
ら
、
研
究
し
て
ま
い
り
た

い
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

　
地
域
資
源
を
最
大
限
に
生
か
し
、
農
業
所
得
向
上
を
目
指
す
「
農

業
と
食
」
構
想
の
実
現
・
推
進
に
向
け
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
に

重
点
を
置
い
た
機
械
施
設
整
備
・
導
入
支
援
・
普
及
事
業
の
実
施
と
、

世
界
に
向
け
て
大
仙
市
の
「
米
と
酒
」
を
発
信
す
る
た
め
の
Ｐ
Ｒ
販

売
活
動
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

〈
議
案
第
36
号
〉
令
和
７
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
予
算

Pick up 3
持
続
可
能
な
強
い
農
業
の
普
及
推
進

〈
議
案
第
36
号
〉
令
和
７
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
予
算

Pick up 2
ク
マ
被
害
防
止
対
策
と
し
て
、

誘
引
樹
木
伐
採
や
電
気
柵
設
置
に

要
す
る
費
用
を
助
成

クマなどの侵入から果樹を守るための電気柵

あなたのギカイ05



佐
藤　
文
子 

議
員
（
日
本
共
産
党
）

安
達　
成
年 

議
員
（
大
地
の
会
）

議
案
第
８
号

大
仙
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

配
偶
者
に
係
る
扶
養
手
当
に
つ
い
て
、
令
和
８

年
度
の
全
廃
に
向
け
、
支
給
対
象
職
員
数
と
、

そ
の
影
響
額
に
つ
い
て
伺
う
。

配
偶
者
に
係
る
扶
養
手
当
の
改
定
に
よ
り
影
響

を
受
け
る
職
員
数
は
、
２
月
１
日
現
在
で
88

名
で
あ
り
、
現
在
月
額
６
５
０
０
円
、
年
間

７
万
８
千
円
を
支
給
し
て
い
る
も
の
が
、
令
和

７
年
度
は
経
過
措
置
と
し
て
年
間
で
３
万
６
千

円
に
減
額
と
な
り
、
令
和
８
年
度
は
廃
止
と
な

る
。
全
て
の
会
計
に
お
け
る
支
給
総
額
は
、
現

行
制
度
で
は
６
８
６
万
４
千
円
で
あ
る
も
の

が
、
令
和
７
年
度
は
３
６
９
万
６
千
円
減
の

３
１
６
万
８
千
円
、
令
和
８
年
度
は
廃
止
と
な

る
。

議
案
第
36
号

令
和
７
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
予
算

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
お
よ
び
お
た
ふ
く

か
ぜ
予
防
接
種
費
用
の
助
成
費
に
つ
い
て

接
種
費
用
の
助
成
額
に
つ
い
て
、「
子
育
て
支

援
制
度
等
検
討
会
議
」
で
ど
の
よ
う
な
協
議
が

あ
っ
た
の
か
。

「
令
和
６
年
度
第
３
回
子
育
て
支
援
制
度
等
検

討
会
議
」
に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
に
お
け
る

助
成
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
し
、
県
内
自
治

体
の
助
成
状
況
に
比
べ
て
、
本
市
の
助
成
額
は

決
し
て
低
く
な
く
、
助
成
対
象
年
齢
に
つ
い
て

も
相
当
で
あ
る
こ
と
や
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
お
よ
び
お
た
ふ
く
か
ぜ
予
防
接
種
と
も

予
防
接
種
法
上
の
定
期
接
種
と
異
な
り
、
任
意

の
予
防
接
種
で
、
接
種
の
判
断
は
あ
く
ま
で
個

人
に
任
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
後

も
必
要
に
応
じ
て
助
成
内
容
の
見
直
し
・
検
討

を
図
る
こ
と
で
了
解
を
得
た
た
め
、
助
成
額
は

据
え
置
き
と
し
た
。
今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
視

点
で
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

議
案
第
36
号

令
和
７
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
予
算

観
光
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
事
業
費
に
つ
い
て

観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

つ
い
て
伺
う
。

本
市
の
強
み
で
あ
る
地
酒
や
食
、
祭
り
な
ど
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
込
み

な
が
ら
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
県
内
最
多

の
酒
蔵
を
有
す
る
本
市
な
ら
で
は
の
新
た
な
試

み
と
し
て
、
令
和
６
年
度
に
「
日
本
酒
を
と
お

し
た
首
都
圏
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
を
実
施

し
、
首
都
圏
秋
田
県
人
会
と
連
携
し
、
本
市
の

日
本
酒
と
大
仙
市
の
魅
力
を
広
め
て
い
た
だ
い

た
ほ
か
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
通
じ
た
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。
ま
た
、
日
本
酒
の

「
伝
統
的
酒
造
り
」
が
昨
年
12
月
に
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
国
内
外
か
ら
日

本
酒
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
令

和
７
年
度
も
継
続
し
、
新
た
に
「
だ
い
せ
ん
田

園
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」
や
「
大
台
ス
キ
ー
場
ゲ

レ
ン
デ
ラ
ン
」
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
も

行
う
。

議
案
・
予
算
質
疑

　

本
会
議
４
日
目
の
議
案
質
疑
お
よ
び
予
算
質
疑

で
は
２
名
の
議
員
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

議
案
・
予
算
案
を
チ
ェ
ッ
ク

QA

QA

QA
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議
案
第
36
号
「
令
和
７
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
予
算
」

に
対
し
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

令和７年第１回定例会 賛否一覧

　　会派・議員名　

　

　議案等名

議
決
結
果

大地の会 だいせんの会 新政会 公明党
市
民
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

鎌
田
　
　
正

金
谷
　
道
男

大
山
　
利
吉

佐
藤
　
育
男

後
藤
　
　
健

山
谷
　
喜
元

安
達
　
成
年

青
柳
　
友
哉

高
橋
　
敏
英

佐
藤
　
芳
雄

古
谷
　
武
美

石
塚
　
　
柏

橋
村
　
　
誠

髙
橋
　
徳
久

戸
嶋
貴
美
子

渡
邉
　
秀
俊

小
松
　
栄
治

小
笠
原
昌
作

橋
本
　
琢
史

本
間
　
輝
男

秩
父
　
博
樹

挽
野
　
利
恵

佐
藤
　
隆
盛

佐
藤
　
文
子

議案第 8 号 大仙市一般職の職員の給与に関する
条例等の一部を改正する条例の制定について

原
案
可
決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

議案第 36 号 令和７年度大仙市一般会計予算
原
案
可
決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

陳情第 52 号 オーガニックビレッジ宣言に名乗りを
挙げる陳情書

不
採
択

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議
長 ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○

賛成者は○、反対者は●、欠席者は「欠」とします。議長は採決に加わりません。

令和７年度会計別当初予算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
会　計　名 令和６年度当初予算額（Ａ） 令和７年度当初予算額（Ｂ） 比較（Ｂ）－（Ａ）

一般会計 46,407,800 45,086,000 -1,321,800

特
別
会
計

国民健康保険事業 8,525,059 7,792,658 -732,401
後期高齢者医療 1,139,140 1,193,381 54,241
学校給食事業 1,153,699 1,159,307 5,608
奨学資金 21,175 24,316 3,141
企業団地整備事業 393,121 18,620 -374,501
スキー場事業 41,737 48,486 6,749
太陽光発電事業 136,267 137,276 1,009
小水力発電事業 2,000 2,000 0
財産区（６地区） 7,826 10,004 2,178

企
業
会
計

市立大曲病院事業 収益的支出 979,141 998,372 19,231
資本的支出 160,590 154,284 -6,306

上水道事業 収益的支出 828,886 834,972 6,086
資本的支出 540,745 406,260 -134,485

簡易水道事業 収益的支出 1,127,267 1,119,295 -7,972
資本的支出 884,856 935,058 50,202

下水道事業 収益的支出 2,815,268 2,789,886 -25,382
資本的支出 2,414,152 2,398,561 -15,591

一般会計＋特別会計＋企業会計
（収益的支出・資本的支出） 67,578,729 65,108,736 -2,469,993

第
１
回
定
例
会
で
討
論
さ
れ
た

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

佐
藤　
文
子　
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

本
予
算
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
経
費
と
と
も
に
、

多
額
の
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
標
準
化
移
行
経
費
が
計

上
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
市
税
等
の
滞
納
繰
越
分
の
収
納

率
向
上
の
た
め
の
、
電
話
催
告
に
よ
る
初
期
対
応
業
務

を
民
間
業
者
に
委
託
す
る
経
費
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
市
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
侵
害
に
つ

な
が
る
問
題
で
あ
り
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
議
案
第

８
号
、
大
仙
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
伴
う
、
配
偶
者

扶
養
手
当
の
廃
止
を
前
提
と
し
た
職
員
人
件
費
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

安
達　
成
年　
議
員
（
大
地
の
会
）

　
大
仙
市
の
人
口
一
人
当
た
り
で
換
算
し
た
60
万
円
の

予
算
規
模
は
妥
当
で
、
一
般
会
計
に
お
け
る
市
債
の
状

況
と
一
人
当
た
り
の
借
金
も
同
程
度
の
金
額
で
あ
り
、

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
編
成
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、年
々

着
実
に
減
少
し
て
い
る
市
債
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
評

価
を
し
て
い
る
。

　
特
に
、
骨
格
予
算
と
し
な
が
ら
も
、
六
つ
の
重
点
施

策
に
は
、
次
世
代
に
向
け
た
積
極
的
な
予
算
配
分
も
見

ら
れ
、
市
が
目
指
す
「
地
域
の
す
み
ず
み
ま
で
元
気
な

ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
た
、
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る

予
算
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会
が
し
っ
か
り
審
査

し
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
て
お
り
、
賛
成
す
る
も
の

で
あ
る
。
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QAQA
物
価
高
騰
に
よ
る
チ
ケ
ッ
ト
値

上
が
り
へ
の
対
応
と
し
て
、
市

民
向
け
に
４
人
掛
け
テ
ー
ブ
ル

席
等
の
割
引
チ
ケ
ッ
ト
を
先
行

販
売
す
る
と
の
こ
と
だ
が
販
売

数
・
割
引
額
に
つ
い
て
伺
う
。

料
金
変
更
と
な
る
４
種
類
の
販

売
価
格
の
一
部
を
市
が
負
担
す

る
。
４
人
掛
け
の
テ
ー
ブ
ル
席

が
２
千
円
の
値
上
げ
と
な
る
こ

と
か
ら
、
観
覧
者
一
人
当
た
り

５
０
０
円
を
割
り
引
く
。
過
去

の
実
績
か
ら
２
５
０
０
人
分
、

１
２
５
万
円
の
予
算
を
計
上
。

申
し
込
み
受
け
付
け
は
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
明
け
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
往
復
は
が
き

で
行
う
。

「
大
曲
の
花
火
」
に
協
力
し
て

い
る
会
場
近
隣
の
町
内
会
や
住

民
に
対
し
て
も
、
観
覧
席
割
引

な
ど
の
支
援
を
行
う
べ
き
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

「
大
曲
の
花
火
」
実
行
委
員
会

で
は
、
ご
み
箱
、
仮
設
ト
イ
レ

の
設
置
、
翌
日
の
清
掃
な
ど
近

隣
住
民
へ
の
影
響
を
軽
減
さ
せ

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
観
覧
会
場
側
、
打
ち
上

げ
会
場
側
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
会

等
に
毎
年
協
力
金
を
お
渡
し
し

て
い
る
。
今
後
も
ご
意
見
・
ご

要
望
に
耳
を
傾
け
、
真し

ん
し摯
に
対

応
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
こ
の
他
、
地
域
振
興
事
業
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

「
大
曲
の
花
火
」

観
覧
席
割
引
支
援
に
つ
い
て

佐藤　隆盛
（市民クラブ）

聞
い
て
み
た
い
な

　
　
　

こ
ん
な
こ
と

般

一

質

問

一
般
質
問
と
は
？

　

皆
さ
ん
の
生
活
に
関
わ
る
大
切
な
内
容
に
つ
い

て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行
い
ま

す
。
今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活
に
関
わ

る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

質
問
議
員
９
人　
質
問
項
目
15
件

　
一
般
質
問
の
全
て
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。
各
議
員
顔
写
真
の
下
に
あ

る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

あなたのギカイ 08
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QA
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
に

は
、
Ｔ
Ｋ
Ｂ
（
ト
イ
レ
、
キ
ッ

チ
ン
、
ベ
ッ
ド
）
の
迅
速
配
備

や
、
ス
フ
ィ
ア
基
準
を
踏
ま
え

た
避
難
所
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
地
域
防
災
計

画
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
お
く

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
、
内

閣
府
よ
り
避
難
生
活
に
お
け
る

環
境
改
善
に
向
け
た
指
針
が
示

さ
れ
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え

て
い
る
。
避
難
所
に
お
け
る
良

好
な
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と

は
、
避
難
者
の
健
康
維
持
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、
避
難
所
環

境
の
充
実
は
最
重
要
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
の
整
備
や
ト
イ
レ
ト
レ
ー

ラ
ー
の
整
備
な
ど
を
進
め
て
き

て
お
り
、
引
き
続
き
備
蓄
に
努

め
る
と
と
も
に
、
温
か
い
食
事

の
提
供
に
つ
い
て
も
、
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
協
会
と
の
協
力
体
制
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。ま
た
、

ス
フ
ィ
ア
基
準
に
基
づ
く
居
住

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
た
め
、

さ
ら
な
る
避
難
所
の
確
保
に
努

め
て
い
く
。
以
上
の
内
容
を
地

域
防
災
計
画
に
反
映
す
る
こ
と

は
当
然
必
要
な
こ
と
と
認
識
し

て
お
り
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

大
規
模
災
害
へ
の
備
え
の

強
化
に
つ
い
て

秩父　博樹
（公明党）

佐藤　芳雄
（だいせんの会）

QAQ
住
民
の
自
治
意
識
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
行
政
の
一
部
に
住
民

の
参
加
を
求
め
る
、
ま
た
は
自

発
的
に
参
加
す
る
よ
う
啓け

い
も
う蒙
す

る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

住
民
の
行
政
参
加
に
つ
い
て
基

本
的
な
考
え
と
方
策
は
あ
る
か

伺
う
。 

地
域
の
持
続
可
能
性
を
高
め
て

い
く
た
め
に
は
、
地
域
の
あ
ら

ゆ
る
主
体
が
、
果
た
し
う
る
責

任
と
適
切
な
分
担
に
よ
り
相
互

に
補
完
し
合
う
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
り
、
住
民
自
治
の
重
要
性

が
増
し
て
い
る
。
地
域
の
自
主

的
、
か
つ
主
体
的
な
活
動
を
支

援
し
、
地
域
づ
く
り
の
意
義
に

対
す
る
理
解
の
促
進
と
参
画
意

識
の
醸
成
を
図
っ
て
い
く
。 

市
職
員
が
自
発
的
に
行
う
能
力

開
発
研
修
等
に
何
ら
か
の
支
援

を
行
う
な
ど
、
職
員
の
能
力
向

上
の
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
考

え
を
伺
う
。

職
場
の
み
で
は
得
る
こ
と
の
で

き
な
い
専
門
的
な
知
識
や
技
能

の
習
得
の
た
め
の
研
修
機
会
の

確
保
、
ま
た
自
ら
の
意
欲
に
基

づ
く
自
主
研
修
の
促
進
に
つ
い

て
は
「
修
学
部
分
休
業
制
度
」

や
「
自
己
啓
発
等
休
業
制
度
」

な
ど
の
ほ
か
、
一
定
の
要
件
の

下
、
自
主
研
修
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
制
度
を
設
け
て
い

る
。

住
民
の
行
政
参
加
に
つ
い
て

職
員
の
能
力
開
発
に
つ
い
て

A
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市
内
各
地
域
に
は
ま
だ
活
用
さ

れ
て
い
な
い
観
光
資
源
が
あ

る
。
四
季
折
々
の
魅
力
の
発
信

や
観
光
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
て
、
大
仙
市
全
体
に
足
を
運

ん
で
も
ら
う
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

文
化
観
光
プ
レ
ミ
ア
ム
ツ
ア
ー

を
実
施
し
参
加
者
か
ら
高
い
評

価
を
得
た
。
今
回
の
取
り
組
み

を
検
証
し
８
地
域
が
有
す
る

「
魅
力
」
を
活
用
し
た
本
市
ら

し
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
企
画
し
、

市
全
体
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え

る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
。

地
元
企
業
へ
の
支
援
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
若
者
へ
の
支
援
、

新
た
な
企
業
立
地
の
推
進
等
が

重
要
課
題
と
思
う
が
、
こ
れ
か

ら
取
り
組
む
支
援
策
と
企
業
団

地
へ
の
誘
致
状
況
を
伺
う
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
中
高
生

向
け
の
説
明
会
な
ど
、
地
元
企

業
を
知
り
、
関
心
を
高
め
る
機

会
を
創
出
す
る
。
独
自
イ
ベ
ン

ト
で
地
域
と
積
極
的
に
交
流
し

て
い
る
企
業
も
あ
り
、
情
報
発

信
面
で
支
援
し
て
い
く
。

　
誘
致
状
況
に
つ
い
て
は
１
月

に
情
報
関
連
の
企
業
と
立
地
協

定
を
締
結
。
大
曲
企
業
団
地
は

９
区
画
の
う
ち
３
区
画
が
引
き

渡
し
済
み
、
残
る
区
画
に
つ
い

て
も
市
内
外
の
企
業
か
ら
問
い

合
わ
せ
な
ど
を
受
け
て
い
る
。

新
た
な
芸
術
文
化
施
設
を
整
備

す
る
可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

歴
史
や
文
化
を
保
存
・
発
信
す

る
文
化
財
施
設
や
、
市
民
が
創

作
し
た
研
究
成
果
物
を
発
表
で

き
る
場
が
不
足
し
、
旧
８
市
町

村
を
見
て
も
中
途
半
端
な
展
示

ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
現
状

で
あ
る
。

単
独
施
設
で
の
新
設
は
、
今
後

の
人
口
推
計
や
財
政
状
況
を
踏

ま
え
る
と
、
現
段
階
で
は
非
常

に
困
難
で
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。

施
設
の
新
設
が
難
し
い
場
合
、

既
存
施
設
の
改
修
や
活
用
に
よ

る
対
応
は
検
討
で
き
る
か
。

今
後
、
学
校
を
含
む
公
共
施
設

の
統
廃
合
な
ど
に
伴
い
、
廃
止

と
な
る
施
設
の
増
加
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
施
設
の
状
況

や
目
的
に
見
合
う
機
能
の
整
備

に
か
か
る
経
費
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
条
件
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
既
存
施
設
の
利
活

用
は
可
能
と
考
え
て
い
る
。
今

後
の
公
共
施
設
の
在
り
方
に
つ

い
て
は
、
持
続
可
能
な
自
治
体

経
営
を
目
指
し
民
間
活
力
を
導

入
し
た
手
法
を
検
討
す
る
と
と

も
に
、
社
会
教
育
機
能
を
有
し

た
複
合
施
設
の
整
備
も
視
野
に

入
れ
、
そ
の
方
向
性
に
つ
い
て

協
議
し
て
い
く
。

QAQA

QAQA

地
方
創
生
に
よ
る
地
域
の

賑に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
つ
い
て

芸
術
文
化
交
流
施
設
お
よ
び

イ
ベ
ン
ト
広
場
に
つ
い
て

橋本　琢史
（新政会）

戸嶋貴美子
（だいせんの会）
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指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て

い
る
施
設
の
数
と
、
公
共
施
設

で
指
定
管
理
者
制
度
を
活
用
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
施
設
は
ど

の
ぐ
ら
い
あ
る
の
か
。

現
在
は
60
施
設
に
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
し
て
い
る
。
新
た

に
活
用
を
見
込
め
る
施
設
と
し

て
は
、
温
泉
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
な
ど
の
６
施
設
と
考
え
て

い
る
。

指
定
管
理
者
の
評
価
は
、
ど
の

よ
う
な
方
法
で
行
っ
て
い
る
の

か
。

施
設
所
管
課
の
職
員
に
よ
る
評

価
で
、年
２
回
実
施
し
て
い
る
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
重
要

視
し
「
利
用
者
満
足
度
」
に
高

い
配
点
と
し
て
い
る
。

指
定
管
理
者
制
度
の
課
題
は
何

か
。

市
で
算
出
し
た
指
定
管
理
料
が

ネ
ッ
ク
と
推
察
さ
れ
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
。
元
と
な
る
基
準
費
用

の
積
算
方
法
が
課
題
の
ひ
と

つ
。
ま
た
、
自
主
事
業
で
得
ら

れ
る
収
益
の
取
り
扱
い
を
含

め
、
積
極
的
に
実
施
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
も
課
題
で
あ
る
。

公
共
施
設
の
管
理
方
針
や
方
向

性
に
つ
い
て
伺
う
。

指
定
管
理
者
制
度
以
外
の
手
法

の
導
入
も
可
能
で
あ
る
こ
と
か

ら
、施
設
の
設
置
目
的
に
鑑
み
、

そ
の
都
度
、
導
入
す
る
手
法
を

吟
味
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

合
葬
墓
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か

ら
は
賛
成
の
声
が
多
い
よ
う
だ

が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
以
外
で

市
民
の
声
が
市
に
届
い
て
い
る

か
。

こ
れ
ま
で
も
市
営
合
葬
墓
の
整

備
を
望
む
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち

着
い
た
令
和
５
年
春
頃
よ
り
、

同
様
の
相
談
が
急
激
に
増
加
し

て
い
る
。
検
討
に
当
た
っ
て

は
、
窓
口
等
で
の
直
接
の
市
民

の
声
は
も
と
よ
り
、
寺
院
や
関

係
者
の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
整
備
に
向
け
た
検
討
を

進
め
て
き
た
。

跡
継
ぎ
が
い
な
い
方
や
墓
じ
ま

い
を
考
え
て
い
る
方
な
ど
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
い
ち

早
く
市
営
合
葬
墓
の
整
備
を
行

う
べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
の
見

解
を
伺
う
。

社
会
情
勢
や
価
値
観
の
変
化
に

よ
り
、
お
墓
に
対
す
る
意
識
や

ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
承
継
者
不
在
で
将

来
的
に
放
置
さ
れ
て
墓
石
が
危

険
を
及
ぼ
す
と
い
っ
た
問
題
も

危
惧
さ
れ
る
。
納
骨
せ
ず
遺
骨

を
自
宅
な
ど
に
保
管
し
て
い
る

方
な
ど
、
市
営
合
葬
墓
の
整
備

を
望
む
多
く
の
方
々
の
気
持
ち

に
応
え
て
ま
い
り
た
い
。
先
進

自
治
体
の
運
用
事
例
を
参
考
に

事
業
化
を
進
め
、
準
備
が
整
い

次
第
、早
期
に
実
施
し
て
い
く
。

　
こ
の
他
、
こ
こ
ろ
の
相
談
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

QAQAQA

QAQA

QA

公
共
施
設
の
管
理
に
つ
い
て

合
葬
墓
に
つ
い
て

金谷　道男
（大地の会）

挽野　利恵
（公明党）
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人
手
不
足
の
最
大
の
原
因
と

な
っ
て
い
る
全
産
業
平
均
よ
り

５
万
円
か
ら
７
万
円
低
い
賃
金

を
引
き
上
げ
る
よ
う
支
援
を
検

討
で
き
な
い
か
。

国
の
支
援
策
と
し
て
、
介
護
職

員
一
人
当
た
り
平
均
５
万
４
千

円
に
相
当
す
る
額
を
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
に
交
付
す
る
。
支

援
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て

は
、
介
護
保
険
事
業
所
な
ら
び

に
広
域
市
町
村
圏
組
合
の
構
成

市
町
に
お
け
る
協
議
事
項
と
捉

え
て
い
る
。

介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
で
一
層

厳
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い

る
訪
問
介
護
支
援
事
業
所
に
維

持
費
等
支
援
金
を
給
付
す
る
こ

と
を
検
討
で
き
な
い
か
。

こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
介
護
保
険

制
度
の
枠
組
み
の
中
で
検
討
さ

れ
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、

市
と
し
て
は
実
施
す
る
考
え
は

な
い
。

介
護
職
に
希
望
を
持
ち
、
安
心

し
て
働
け
る
職
場
環
境
を
整
え

る
と
と
も
に
、
養
成
施
設
の
学

費
無
償
化
な
ど
で
若
い
介
護
労

働
者
の
担
い
手
育
成
に
踏
み
出

す
考
え
は
な
い
か
。

介
護
初
任
者
研
修
な
ら
び
に
介

護
実
務
者
研
修
の
受
講
者
に
対

し
て
、
資
格
取
得
に
要
し
た
経

費
の
２
分
の
１（
上
限
10
万
円
）

を
補
助
し
、
人
材
育
成
と
定
着

の
支
援
に
努
め
て
い
る
。

　
こ
の
他
、
あ
き
た
こ
ま
ち
Ｒ

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

推
進
計
画
の
進
捗
状
況
と
協
議

委
員
会
の
構
成
に
つ
い
て
伺

う
。

「
大
仙
市
部
活
動
地
域
移
行
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
休
日
に

お
け
る
部
活
動
の
地
域
移
行
を

推
進
し
て
い
る
。
推
進
本
部
と

し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
関
係

団
体
、
校
長
会
、
部
活
動
関
係

団
体
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
等
の
代

表
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

等
、
具
体
的
な
対
策
お
よ
び
そ

の
方
向
性
は
。

２
名
配
置
し
中
学
校
や
各
地
域

の
状
況
を
把
握
し
、
受
け
入
れ

団
体
の
発
掘
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
休
日
に
部
活
動
を
指
導

す
る
部
活
動
指
導
員
を
10
名
配

置
し
て
い
る
。

指
導
者
の
確
保
、
育
成
お
よ
び

地
位
的
な
保
障
に
つ
い
て
の
基

本
姿
勢
に
つ
い
て
伺
う
。

部
活
動
指
導
員
は
、
市
の
会
計

年
度
任
用
職
員
の
身
分
を
有

し
、
継
続
し
て
従
事
で
き
る
指

導
者
の
確
保
に
努
め
る
。

施
設
や
部
員
数
の
減
少
に
伴
う

課
題
等
へ
の
取
り
組
み
は
。

施
設
の
統
廃
合
等
に
つ
い
て

は
、
利
用
状
況
を
把
握
し
、
利

用
者
の
声
に
配
慮
す
る
。
部
員

数
に
関
し
て
は
、
継
続
的
に
単

独
チ
ー
ム
と
し
て
大
会
等
に
出

場
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
部
活
動

の
地
域
移
行
は
そ
の
解
決
策
の

一
つ
と
捉
え
て
い
る
。

　
こ
の
他
、
令
和
７
年
度
予
算

編
成
、
幼
保
統
廃
合
計
画
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

QAQA

QAQAQA

QA

QA

介
護
保
険
制
度
を
め
ぐ
る

問
題
点
と

介
護
労
働
者
育
成
に
つ
い
て

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

佐藤　文子
（日本共産党）

本間　輝男
（新政会）
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大
阪
府
堺
市
議
会
の
議
会
改
革
に
つ
い
て
研

修
。
私
が
注
目
し
た
の
は
、
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

の
推
進
に
伴
う
整
備
の
中
で
、
聴
覚
障
害
者
の

情
報
保
障
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
Ａ
Ｉ

即
時
反
訳
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
て
い
る
こ
と

で
し
た
。
こ
れ
は
本
会
議
場
（
堺
市
で
は
委
員

会
室
で
も
実
施
）
の
発
言
内
容
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
字
幕
表
示
す
る
も
の
で
、
傍
聴
席
に
あ
る

モ
ニ
タ
ー
（
堺
市
で
は
2
カ
所
）
に
即
時
反
訳

を
表
示
し
て
い
ま
し
た
。
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
導

入
し
た
の
は
「
Ｕ
Ｄ
ト
ー
ク
」
と
い
う
シ
ス
テ

ム
で
、
コ
ス
ト
は
想
像
以
上
に
安
価
で
し
た
。

　
課
題
と
し
て
は
、
①
Ａ
Ｉ
即
時
反
訳
に
お
け

る
発
言
を
文
字
に
変
換
す
る
精
度
は
、
完
全
に

正
確
な
も
の
で
は
な
い
こ
と（
事
務
局
で
確
認・

修
正
を
行
っ
て
い
る
）。
②
ク
ラ
ウ
ド
上
で
音

声
を
文
字
に
変
換
す
る
た
め
、
通
信
環
境
に
左

右
さ
れ
通
信
が
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
あ
る

こ
と
。③
配
信
映
像
の
字
幕
表
示
に
つ
い
て
は
、

具
体
的
な
検
討
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
等
が
あ

る
よ
う
で
し
た
。

　
兵
庫
県
加
西
市
議
会
の
議
会
改
革
に
つ
い
て

も
研
修
し
ま
し
た
が
、
紙
幅
の
都
合
で
割
愛
し

ま
す
。

（
議
会
運
営
委
員
会　
委
員
長　
秩
父　
博
樹
）

　
全
国
各
地
の
議
員
の
方
々
が
、
大
仙
市
で
取
り
組
む
施
策
に
つ
い
て
視
察
に
訪
れ

て
い
ま
す
。

　
担
当
職
員
に
よ
る
説
明
や
、
活
発
な
質
疑
と
と
も
に
大
仙
市
の
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
ま
す
。

　
注
目
さ
れ
て
い
る
大
仙
市
の
視
察
項
目
は　

　
「
小
中
学
校
に
お
け
る
学
力
向
上
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て

　
「
大
曲
の
花
火
」
大
会
に
関
連
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
「
農
業
振
興
」
や
「
病
院
の
経
営
状
況
」
に
つ
い
て
視
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

令和６年度下半期 全国からの行政視察受け入れ状況
№ 月　日 市町村名 人数 視察項目

1 10 月 2 日㈬ 広島県府中市 7 ①地域医療・精神医療施策について
②病院の経営状況について

2 10 月 8 日㈫ 兵庫県加古川市 12
①親と子の夢を育む読書活動の推進に

ついて
②大曲花火大会について

3 10 月 10 日㈭ 鹿児島県阿久根市 8
①災害への備えについて
②災害発生時の状況等について
③災害対応の課題等について
④災害の復旧等状況について

4 10 月 11 日㈮ 愛知県豊川市 20 花火伝統文化継承資料館「はなび・アム」
について

5 10 月 30 日㈬ 宮城県石巻市 3 小中学校における学力向上の取り組み
について

6 11 月 1 日㈮ 群馬県高崎市 18
①小中学校における学力向上の取り組

みについて
②大曲花火における民間の取り組みに

ついて

7 11 月 7 日㈭ 埼玉県東松山市 9 ①学力向上の取り組みについて
②ＩＣＴを活用した教育について

8 11 月 7 日㈭ 徳島県三好市 7 大仙市豊かな森づくり振興プランにつ
いて

9 11 月 13 日㈬ 栃木県栃木市 6 大仙市農業振興情報センターの取り組
みについて

10 1 月 14 日㈫ 宮城県塩竃市 7 ①学力向上の取り組みについて
②小・中連携教育の取り組みについて

11 1 月 21 日㈫ 岩手県山田町 18 小中学生の学力向上の取り組みについて

大
仙
市
の
こ
ん
な
取
り
組
み
が
学
ば
れ
て
い
ま
す

議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察
報
告

議会の ICT 化等を研修 堺市本会議場
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※定例会日程は変更される場合があります。
　変更内容は、議会ホームページでお知らせします。

こちらのＱＲコードからメールを
作成いただけます。

きかせて！あなたのミライ

大仙市の小学生が将来の夢を語るコーナーです。

６月定例会 市議会だよりのご感想などをお寄せください

議会の傍聴について 請願・陳情について

委員

戸嶋貴美子

だ
い
せ
ん
市
議
会
だ
よ
り

第
80号

■
発
行
／
大
仙
市
議
会

〒
014-8601

秋
田
県
大
仙
市
大
曲
花
園
町
１
番
１
号

TEL 0187-63-1111（
代
）
編
集
／
大
仙
市
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　
　
印
刷
／
株
式
会
社
松
本
印
刷

鈴木　日彩 さん （東大曲小学校５年）
す　ず　き ひ　い　ろ

日 月 火 水 木 金 土
5/25

6/1

8

15

26

2

9

16

27

3

10

17

28

4

11

18

29

5

12

19

30

6

13

20

31

7

14

21

本会議
議案等上程

各常任委員会
議案審査等

各常任委員会
議案審査等

本会議
一般質問等

本会議
委員長報告等

本会議
一般質問

FacebookとInstagramで議会の情報を発信しています

Facebook Instagram

■私はバドミントンのスポーツ少年団に入って
います。最近の練習では、後ろで打つためのフ
ットワークをがんばっています。次は、東北大
会のベスト４に入ることを目標にしています。
■小さいころから物を作るのが好きで、図工
では絵を描いたり木を切ったりするのが好き
です。頭の中で想像をふくらませたり、完成を
イメージしながら作ったりするのが楽しいで
す。■将来は大工さんになりたいです。物作り
が好きなことを生かせると思ったし、大工さん
が家を建てているところを見てこんな大きな
物をつくれるのがかっこいいと思ったからで
す。大工さんになったら住む人が気に入るよう
な家を建てたいです。■私は、人の区別をしな
い大人になりたいです。どんな人にでも優し
く接して、友達を増やしていきたいです。

編 集
後 記

■大仙市は令和７年３月22日に誕生から20周年の大きな節目を迎えました。"このまちと　み
んなの未来に　華よ咲け"―「大仙市が『大曲の花火』のように大成し、これからの時代を担う
若者が花火のように一人一人咲き誇ることができますように」と大曲高校３年生だった齊藤凛さ
んが願いを込めたキャッチフレーズです。本市は、さらなる飛躍に向け、大きな一歩を踏みだし
ました。■さて、戦後80年近くの歩みの中で日本は大きく変わり、私たち日本人の価値観が変
化しました。それに伴い、人々のライフスタイルの多様化や地域力、家族の在り方も大きく変化
しました。■女性の社会進出も推奨され、日本は世界に類をみない超少子高齢化社会に突入
することは、当然起こり得る問題であったとも言えます。さらに物価高騰が長期化する一方、実
質賃金は上がらず、暮らしの大変さは増すばかりです。「公」が果たす役割が問われ続けてい
ます。■当市議会は、９月改選となります。次世代を的確に見据え、責任ある立場で活動してい
くことが求められています。４年に一度の審判を市民の皆さんにしていただき、「今と将来に責
任ある市政」となるよう全力で活動してまいります。

本会議および委員会は公開
されており、傍聴すること
ができます。
傍聴をご希望の方は、議会
開会日に、大仙市役所大曲
庁舎３階、議会事務局窓口
までお越しください。

6月定例会で審査される請
願・陳情は、5月19日㈪
までに提出されたもの
で、それ以降に提出され
たものは、次の定例会で
の審査となります。

市議会だよりのご感想や大仙市議会に対するご意見、ご要望
などを次の方法により、議会事務局へおよせください。　
①郵　送　・宛先：〒014-8601  大仙市大曲花園町1番1号
　　　　　　　　　　　　　　大仙市議会事務局あて
②ＦＡＸ　・番号：0187-62-8822（議会事務局専用）
③メール　・アドレス：gikai@city.daisen.lg.jp

あなたのギカイ 14


